
メンタルヘルス対策―自殺予防ー 

 

主
治
医
も
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
自
殺
企
図 

治
療
の
ど
こ
が
悪
か
っ
た
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
防
げ
た
か 
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第５号（平成 2４年 1月発行） 

政
府
の
自
殺
総
合
対
策
大
綱

に
は
、
「
多
く
の
自
殺
は
個
人

の
自
由
な
意
思
や
選
択
の
結

果
で
は
な
く
、
社
会
的
要
因
を

含
む
様
々
な
要
因
が
複
雑
に

関
係
し
て
い
て
、
心
理
的
に
追

い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
る
」

と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
「
心

理
的
な
悩
み
を
引
き
起
こ
す

様
々
な
要
因
に
対
す
る
社
会

の
適
切
な
対
応
に
よ
り
、
ま

た
、
自
殺
に
至
る
前
の
う
つ
病

等
の
精
神
疾
患
に
対
す
る
適 

失
職
の
こ
と
が
多
い 

 

職
場
か
ら
自
殺
者
が
出
る

と
い
う
の
は
大
事
件
で
あ
る
。

た
だ
自
殺
者
の
多
く
は
休
職

中
の
職
員
で
あ
り
、
昨
日
ま
で

一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
同

僚
が
突
然
、
自
殺
す
る
と
い
う

こ
と
は
多
く
な
い
。
自
殺
統
計

を
み
て
も
自
殺
者
の
多
く
は

無
職
で
あ
る
。
元
々
無
職
で
あ

る
か
、
自
殺
企
図
前
に
失
職
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
。 

                                  

 

 

自
殺
と
い
う
言
葉
は
響
き
が
き
つ
い
と
い
う
こ
と
で
、
最
近

で
は
自
死
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
も
多
い
。
わ
れ
わ
れ
は
職

業
柄
、
自
殺
未
遂
の
患
者
さ
ん
を
扱
う
こ
と
は
少
な
く
な
い
が
、

自
分
の
患
者
さ
ん
に
致
死
的
な
手
段
で
自
殺
企
図
を
さ
れ
る
と

こ
た
え
る
。
ま
し
て
自
殺
さ
れ
る
と
、
自
分
の
治
療
の
ど
こ
が

悪
か
っ
た
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
か
と
考
え
、

落
ち
込
ん
で
し
ま
う
。 

  

  寄稿 神戸学院大学総合リハビリテーション学部教授・精神科医 前田 潔 先生  

        

  

現
代
社
会
で
は
、
職
場
に
お

い
て
は
勤
務
先
に
対
す
る
忠

誠
心
や
与
え
ら
れ
た
仕
事
に

対
す
る
責
任
が
求
め
ら
れ
、
勤

務
先
が
期
待
す
る
以
上
の
成

果
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て

評
価
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
緊
張
感
の
高
い
職
場

の
人
間
関
係
は
心
理
的
負
担

と
な
る
こ
と
が
多
い
。 

 
 
 
 
 

 

簡
単
に
は
弱
音
を
吐
け
な

い
性
格
や
過
剰
適
応
し
て
し

ま
う
性
格
も
絡
ん
で
き
て
、
過

剰
な
身
体
的
、
心
理
的
荷
重
は

容
易
に
精
神
的
不
調
を
き
た

す
。
病
気
休
職
は
職
場
で
の
不

利
に
な
り
、
そ
れ
を
気
に
し
て

休
み
を
と
り
づ
ら
い
。
病
気
休

職
を
繰
り
返
す
と
会
社
に
申

し
訳
な
く
思
い
、
ま
た
休
職
に

伴
う
収
入
減
か
ら
家
族
に
も

す
ま
な
い
と
い
う
気
持
ち
に

な
る
。 

かわら版 

産業保健 兵庫 

今
回
は
、「
自
殺
予
防
」
に
つ
い
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

支
援
セ
ン
タ
ー
（
兵
庫
）
特
別
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
、
神
戸
学
院

大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
・
精
神
科
医
の
前
田
潔

先
生
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

切
な
治
療
に
よ
り
、
多
く
の
自

殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
」
と

も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

「
制
度
、
慣
行
の
見
直
し
や
相 

談
・
支
援
体
制
の
整
備
」
と
「
う

つ
病
等
の
精
神
疾
患
に
対
す

る
適
切
な
医
療
の
提
供
」
を
政

策
の
柱
と
し
て
い
る
。 

緊
張
感
の
高
い
職
場 

人
間
関
係
が
心
理
的
負
担
と
な
る
こ
と
が
多
い 

在
職
中
は
自
殺
に
至
る
こ

と
は
少
な
い
が
、
失
職
し
、
社

会
と
の
絆
が
切
れ
る
と
、
自
殺

へ
の
歯
止
め
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
わ
が
国
の
自
殺
統
計

で
は
、
最
近
１
０
数
年
は
、
自

殺
率
と
失
業
率
が
見
事
な
ま

で
に
平
行
し
て
い
る
。 

自
殺
と
失
業
率 

政
府
の
自
殺
総
合
対
策
大
綱 

多
く
の
自
殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る 



                        

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こころの電話相談室 
 

 

 

 

 
   

    ○1 月 27○金  28○土  29○日  30○月  31○火  

    ○2 月 10○金  11○土  12○日  13○月  14○火  

    ○3 月  9○金  10○土  11○日  12○月  13○火  

    ○4 月 13○金  14○土  15○日  16○月  17○火  

    ○5 月 11○金  12○土  13○日  14○月  15○火  

 

誰
に
で
も
あ
る 

 

精
神
疾
患
に
追
い
込 

ま
れ
る
可
能
性 

 

で
は
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
を
維
持
し
、
自
殺
を
予
防
す

る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
。
す
べ
て
の
職
員
に
、

自
分
も
ひ
と
つ
間
違
え
ば
う

つ
病
や
適
応
障
害
な
ど
精
神

疾
患
に
追
い
込
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
り
、
た
ま
た
ま
そ
う
な

っ
た
同
僚
は
皆
で
支
援
す
る

こ
と
を
啓
発
す
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。 

産
業
保
健
関
係
者
の
役
割 

 

啓
発
活
動
の
重
要
性 

 
職
場
の
産
業
医
、
保
健
師
、

看
護
師
な
ど
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
専
門
職
は
そ
の
啓
発
活

動
に
力
を
惜
し
む
べ
き
で
な

い
。
上
長
は
自
分
の
職
場
の

メ
ン
タ
ル
で
調
子
の
悪
そ
う

な
部
下
に
注
意
を
払
い
、
必

要
で
あ
れ
ば
、
上
記
の
専
門

職
に
相
談
す
る
よ
う
勧
め
る

必
要
が
あ
る
。 

 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調 

早
く
気
づ
き 

早
く
対
応 

 

ス
ト
レ
ス
社
会
、
管
理
の

厳
し
い
社
会
で
は
皆
が
メ
ン

タ
ル
な
問
題
を
抱
え
込
む
可

能
性
が
あ
り
、
明
日
は
我
が

身
と
考
え
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
者
に
早
く
気
付
き
、

対
応
す
る
こ
と
が
と
り
あ
え

ず
は
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。 

             

自
殺
を
予
防
す
る
た
め
に
は
？ 

明
日
は
わ
が
身
の
考
え
を
持
つ
こ
と 

同
僚
皆
で
支
援
す
る
こ
と
を
啓
発 

 

兵庫県では、働き盛り層を対象として、働き盛りの SOS ダイヤル「こころ
の電話相談室」を開設します。 

転勤・異動・就職等環境の変化が多く、何かとストレスが多い時期です。 
仕事での悩み・家庭での悩み等、ひとりで苦しまないで、相談をしてくだ

さい。 
 

兵庫県からのお知らせ 

TEL:078-367-1255 
※電話相談は、社団法人日本産業カウンセラー協会に委託して実施します。 

電話相談日 

 

○祝 

13:00～21:00 

実施主体：兵庫県健康福祉部障害福祉局いのち対策室 

働き盛りのＳＯＳダイヤル 


